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 国際熱核融合実験炉ITERに代表されるように，プラズマ対向材として金属タング

ステンが使用されるプラズマ閉じ込め装置では，タングステン不純物の発生・輸送・

蓄積を総合的に理解してその挙動を制御する必要がある．タングステン不純物はプラ

ズマ中での存在領域における電子温度に依存して広範な価数を取りうるため，分光計

測によって観測を試みる場合は対象となる波長領域も広範になる．大型ヘリカル装置

LHDでは，タングステン金属線を円柱状炭素ペレットに封入してプラズマに入射し，

可視・VUV・EUVの波長領域においてタングステンイオンの発光線を分光計測する

ことで多価数同時観測を行っている[1–3]．ペレット入射後のLHDプラズマの電子温

度は0.5-3.5 keV程度の範囲にあり，現時点で観測されているタングステンイオンの価

数と波長領域の対応は以下のようにまとめられる．可視光領域では，4000–4400 Åに

おいてW0とW+の発光線が観測され[2]，3300–3900 ÅにおいてW26+およびW27+の磁気

双極子（M1）禁制線が観測されている[4,5]。VUV領域では，500–1500 Åにおいて低

価数イオンW2+–W6+の発光線が観測されている[6]。さらに最近では，500–900 Åにお

いてW29+–W39+のM1禁制線を観測することに成功した[7]。EUV領域では，5–500 Åに

おいて低価数イオンW4+–W7+，中価数イオンW24+–W33+，高価数イオンW41+–W46+の発

光線が観測されている[8,9]．しかし，W8+からW23+までの発光線の観測は不十分であ

り，今後の課題となっている． 
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